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二見松原の昔と今と未来
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二見地区松林再生計画策定委員会
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　鎌倉時代 に二見に庵を構えた西行法師、その大歌人西行を慕って

訪れた鴨長明も、ともに二見浦の松を和歌に詠んでいる。
　 鎌 倉 時 代 の 初 め、 西 行 法 師

（1118-1190）は豆石山に庵を
設けて 7 年ばかりを過ごした。
この時に二見の浦について

浪越すと二見の松の見えつるは

　梢にかかる霞なりけり

（二見の松が二つに見える。波が
こすためかと思ったが、実は梢
に霞がかかっていたせいである）
と歌っている。
　西行を訪ね鴨長明（1155 ？－ 1216）が和歌修行のため、伊勢の二
見に向かった。ところが、長明が伊勢に着いたとき、すでに西行は東
北に旅立っていた。鴨長明は、伊勢神宮に参拝し、二見の里にもかな
り長い間過ごして、「伊勢記」（1207）には二見に関する歌が多く載っ
ている。

二見潟神さびたてる御塩殿 

　幾千みちぬ松かげにして

（二見の浦に神々しくたってい
る御塩殿、どのくらいの年月、
この浦の松かげに鎮座してお
られるのであろうの意）

（出典：二見町史）

　ここには浜参宮という習慣
があった。二見浦一帯は清き

昔の二見松原

「度会河内明細図」、伊勢郷土会 ( 出典：二見町史 )
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渚と呼ばれ、どこよりも清らかな浜辺として尊ばれてきた。古くから
その一帯を禊浜 ( みそぎはま ) ともいい、伊勢参宮を間近にひかえた
人々がその浜辺で水を浴び、心身を清めみそぎをした所であった。浜
参宮とは禊浜に参宮することであり、それを済ませてから、伊勢神宮
へ参拝するのが通例となっていた。

（出典：二見興玉神社リーフレット）

　江戸時代 に二見浦

は、浮世絵に描かれ全

国から沢山の人々が訪

れる所であった。

　明治 15 年（1882）二見浦は、日本の海水浴場第１号となった。

明治政府の衛生局長・長与専斎が訪れ、二見浦で海水浴をすることは

衛生に適しているとた

たえ、「日本初」の海水

浴場開きが行われた。
（出典：わが町二見）

　　　

「諸国名所風景 伊勢あいの山」二代喜多川歌麿・画
（出典：わが町二見）
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　明治 18 年（1885）頃に描かれた二見浦真景之図を見ると、波打ち

際に縁台や休憩所が設けられ、海水浴客が腰をかけて、旅館で働く女

性からお茶を出されている様子がわかる。（出典：わが町二見）
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　昭和 10 年（1935）の記録によると、この松原は幅 10 ～ 80 間（18

～ 145m）、延長約 3,000 間（5.5km）、面積約 50 町歩で、20 ～ 70

年生のクロマツ林であった。樹高は 2.5 ～ 8 間（4.5 ～ 14.5m）、最大

直径は一尺（0.3m）、平均して 0.3 尺（9cm）。昭和 9 年 9 月 21 日の

大暴風の際、この松原により風がかなり弱められ、背後の家屋や耕地

は他に比べ被害が少なかったという。

今一色 西 荘

溝口 茶屋 江

夫婦岩

　二見浦の松原は伊勢神宮参拝の歴史とともに歩んできた場所であ

り、地元の人たちはもとより、全国各地からこの地を訪れる多くの

老若男女にとっても貴重な白砂青松 (はくさせいしょう )の清き渚

として守られてきた。



6

　平成 12 年（2000）頃の松林と平成 19 年（2007）頃とを航空写

真により比較すると、二見松原は赤褐色になった、松枯れ被害木が多

く目立つ。

平成 12 年

　

平成 19 年

今の二見松原



7

上段・左Ⓐ平成 21 年 2月頃

　　　右Ⓐ平成 21 年 10 月台風後

下段・左Ⓑ広葉樹の優占している地区

　　　右Ⓒの林況（海側から）
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（出典：マツ再生プロジェクト） 
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　伊勢市、鳥羽市、志摩市を合わせた松くい虫被害は、平成 16 年度

まで 400㎥程度の被害材積であったが、17 年度以降に二見地区におけ

る被害が増えている。

マツノザイセンチュウ

マツノマダラカミキリ

被
害
材
積
（
㎥)

松くい虫被害量の推移

被
害
面
積
（
ha)

被害面積 (ha)           被害材積 (㎥ )
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　このような衰退の著しい松原

に対し、二見町の人たちは様々

な思いを抱いている。

　二見町に住む 1,811 世帯にア

ンケート調査を実施し、755 人

( 男性 480 人、女性 194 人、無

回 答 81 人、 回 答 率 41.7 ％ ) よ

り回答を得た。79.3％（559 人）

の人たちが松林を身近に感じ、

90.1％（637 人）の人たちが松

林を必要と思っていた。

　そもそも、松林は日常生活に

どのような役割を果たしている

の か、1/4 以 上（26.7 ％） の 人

たちは家・畑が塩害・強風から

守られていると評価、さらに飛

砂を防止する（19.8％）、あるい

は津波や高潮から守られている

（14.8％）と、松林の防災機能を

認める声が上位を占め、４番目

に景観（15.9％）の役割を指摘

している。

 

松林を身近なものと感じますか
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松林機能の評価

26.7%

14.8%

19.8%

8.7%

12.9%

15.9% 1.2%
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飛砂の防止（404） 憩いの場（177）

豊な緑（263） 景観（324）

役立っていると感じない（24）

 

　

　一方で今の松林の景観を良いと思う人を悪いと思う人が上回り、管

理状況については、悪いと評価する人が、良いと評価する人の約 2 倍

に達した。
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　あわせて、半数近い人たちは松枯れで防風林の機能を果たしていない

（45.3％）と考え、間伐や草刈等の手入れ不足（20.4％）や景観の悪さ

（9.3％）を問題点としている。

　このように、松林に期待する評価と実際の松林の抱える問題点と

の間に大きな落差がみられる。今の松林は、地域の人たちが感じて

いる以上に、はるかに衰退し、地元の人たちはもとより、各地から

人が訪れる機会を失った、人々の足が遠のいた存在となっている。

今の松林の問題点

今の松林の問題点
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その他（13） 松が少ない、雑木林化（11）

松くい虫防除方法及びその後の管理（7） 松以外の植樹を（6）

宅地化（5）
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　二見松原とその前浜は箕獅子舞 ( みじしまい ) の踊り子たちのみそ

ぎの大切な舞台となる。今一色小学校の校歌は昭和 43 年に作られ、2

番の歌詞には、「・・・長官浜の松・・・」と歌われ、長官浜は今一色

地区の前浜のあたりを示す。

　二見松原は、旧二見町の時代から松林の公有林化が進められ、今

10ha、全体の５割程度に相当する。この場所に、未来の二見松原をも

う一度作り上げる計画を作成した。

■将来の目標林型
　クロマツ単純林と広葉樹林の 2 つに区域を分け、クロマツ単純林は

前線より幅 20 ～ 25m の区域、広葉樹林はクロマツ単純林より内陸側

の区域とする。

■松林の整備・保全活動		
　この目標林型をめざすために、松林の整備・保全は、5 年（短期）、

10 年（中期）、20 年（長期）の各段階をへて進める。

　当初の 5 年間は、区有地および市有地のとくに保全すべき松林で施

業を行い、合わせて私有地所有者へは当計画への理解を求めるため

の取り組みを行う。松くい虫防除のひとつである薬剤散布について

未来の二見松原

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
広葉樹林 

クロマツ単純林 

20～25m程度 

将来像 
  

図４ 二見地区松林の将来像 断面図 
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は、当計画区域全体で行い、より効果的な散布方法を検討する。10

年後は、当計画区域の約 50％で活動を行い、 20 年後には当計画区域

の 100％で活動を行うことを目標とする。

　　　

■ 3 つの行動施策
①松林の維持管理の基盤づくり

　地元が中心となって維持管理を行うしくみづくりを進め、下刈りや

立ち枯れ木の処理など、日常の管理や監視を行う管理体制を整備する。

②松林の重要性について理解を深める活動の推進

　小さい頃から松林に接する機会を増やすことで、親しみや重要性を

認識してもらい、松林の維持管理を行う担い手の育成を進めるための

取り組みを、学習活動の一環として地域の小中学校と連携し推進する。

③保全活動の推進

　計画区域全体で適切な駆除を行い、現在の松林の景観を損ね倒木す

る恐れがある立ち枯れ松の伐倒処理を行い、危険防止に努める。

将来の二見松原ゾーニング図
二見町今一色
二見町西
二見町荘

クロマツ単純林
（前線より幅 20m ～ 25m）

広葉樹林
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■推進体制
　計画の実現に向け、地域住民と行政が中心となって、地域の小学校

や中学校、地域外住民の方々等への情報提供や働きかけを積極的に行

い、協働による保全活動を推進する。

 17

 

 

 

 

 

ボランティア団体 

地 域 住 民 

所 有 者 

協働による管理

学  校 

行  政 

地 域 外 住 民 

松 林 

図５ 松林管理体制のイメージ 
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　　名勝二見浦のマツ林と一体化→

子供たちの植えた抵抗性クロマツ苗

が未来の松原を形づくる→

 

←前線に幅 20 ～ 25m のクロマツ

　単純林を造成

←昔の禊浜の美しい景観を再生
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　二見松原周辺ではエノキ、クスノキ、トベラ、ミミズバイ、ヤマモモ、

などによって構成される広葉樹林もみられる。　　

　「県鳥」のシロチドリは、二見浦の渚でもよく見られ、平成 6 年に

は、ふるさと切手に描かれるなど身近な野鳥として人々に親しまれて

いる。

 

←地域の人たちがマツ葉かきをする

　ことで、マツの健康状態が維持さ

　れる。

（撮影者：市川雄二）
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昭和 42 年

昭和 55 年

　「おもてなしの空間として、訪れた人々が心休まる松原づくり」を

テーマとする松原再生計画を一歩一歩進めながら、二見松原の再生

をめざす。
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おわりに

　かつて、私たちが子どもの頃は、海岸の松林の中を大勢の仲

間たちと冒険したり駆け回ったり、大人たちは憩いの場として

の安らぎを求めて松林に足を運ぶなかで、松林に親しみを感じ

地域にもたらす恩恵というものを感じとってきました。

　時代は移り、人々が松林へ訪れることがめっきりと少なくな

り、荒廃の様を呈している昨今、この二見地区の松林の再生の

ために私たち自らができることは何か、そしてかつてのような

関係を取り戻すにはどうしたらいいかを一人ひとりが考え行動

していく必要があると思います。

　今回策定した計画に沿って、みんなで楽しく取り組み、地域

が元気になっていくなかで、いつの間にか昔のような人と松の

良好な関係や白砂青松を取り戻していた・・・そんなふうにな

ることを願ってやみません。

　最後に、本計画策定のために多大なご協力をいただいた地域

住民の皆様、委員の皆様並びに関係者の皆様に心から感謝を申

し上げます。

二見地区松林再生計画策定委員会

委員長　田 畑 春 雄　　
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